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第 7回  今後の介護人材養成の在 り方に関する検討会議事録

1  日時 :平 成 22年 11月 29日 (月 )10:00～ 12:00

2.場 所 :全 国 都 市 会 館 3F第 1会 議 室

3  議  事

(1)介 護 福 祉 士 に 至 る ま で の キ ャ リア パ ス の 在 り方 に つ い て

(2)よ り高 い知 識 ・ 技 術 を も つ 介 護 福 祉 士 の 養 成 に つ い て

(3)そ の 他

4.議 事 の 内 容

○駒村委員長  おはよ うございます。定刻 にな りま したので、ただ いまよ り「第 7回 今後

の介護 人材 養 成の在 り方に関す る検討会 Jを 開催 いた します 。

委 員の先生方 におかれ ま しては、御 多用の ところ、御 出席 いただ きま して誠 にあ りが と

うございます 。

まず 、本 国の委員の出欠状況 について、事務局 よ り御報告 をお願 いいた します。

○事務局  本 日は、堀 田委員が御欠席 との連絡 を受けてお ります 。

また、川原委 員の代理 といた しま して、全国小規模 多機能型居宅介護事 業者連絡会 の小

山副代表 に 、馬袋委員の代理 といた しま して、民間事業者の質 を高 める一般社 団法 人全国

介護事 業者協議会の佐藤冨1理 事長 にお越 しいただ いてお ります 。

な お、是枝委 員におかれま しては、所用 によ り 11時 45分 ごろに、平川委員におかれ ま

しては、 11時 30分 ごろに退席 予定 と伺 つてお ります。

続 きま して、配付資料の確認 をさせ ていただきます。

本 日は、資料 1～ 5、 また、資料番号 を付 してお りませんが、本 日御欠席の堀 田委 員よ

り提 出の資料が ございます。以上 、配付 させ ていただいてお ります 。欠 けている資料が ご

ざいま した ら、事務局 までお申 し出 くだ さい。

なお、机上 の ファイル は、前 回までの資料で ございます。乱丁落丁な どございま した ら、

事務局 まで お申出 くだ さい。

以上 です 。                .

○駒村委員長  議事 に入 る前 に、前 々回の第 5回 検討会 において議論いた しま した介護福

祉士 に よるたんの吸引等の実施 について、 11月 17日 水曜 日に開催 された 「介護職 員等に

よるたんの吸 引等の実施のための制度の在 り方に関す る検討会」に私 と藤 井委員が出席 し、
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本委 員会 に意見 を提 出 しま したので、御報告 いた します。資料 1が その ときに提 出 した資

料 とな ります。 これ を踏まえて、たんの吸引検討会 において、介護福祉士 によるたんの吸

引等 について御議論 をいただ いている ところです 。

それ では、本 日の議事 に入 りた いと思 います。本 日は、議事 1「 介護福祉士 に至 るまで

のキ ヤ リアパスの在 り方につ いて」、議事 2「 よ り高 い知識・技術 をもつ介護 福祉 士の養

成 につ いて」 を議 論 したいと思 います 。

まず 、議事 1の 資料 に関す る説 明を事務局 よ りお願 いいた します。

○泉福祉人材確 保対策室長  それ では、議事 コの関係 で、資料 2と 3を 用意 してお ります

ので、併せ て ご覧 いただきなが ら説明 をお聞 きいただ きた い と思 います 。

まず 、資料 2で ございます 。「介護職 員の方々か らの ヒア リングで出 された主 な意見」

とタイ トル をつ けて ございます。前回の この検討会の場 におきま して、介護職 員の方 々に

お越 しいただ きま して御意見 を述べて いただ きま した。それ を事務局で整理・要約 を させ

て いただいた資料 で ございます。御意 見 は多岐にわた つてお りますが、項 目に分 けて整理

・要 約 をさせ て いただ きま した。一枚物 の資料ですが、表 と裏 、両面にわた つて お ります。

読み上 げる形で御紹介 申 し上 げた いと思 います。

まず 1ペ ー ジ ロ、 6月 (600時 間 )研 修の必要性 についてで ございます 。研修 受講 は必

要 とい う意見 と、困難 、必要 ない とい う意 見が ございま したが、まず必要 とい う意 見の方

は、資格の意 義 を と らえて、大事 に思 う人は、支援が あつて もな くても受講す る。ただ、

金銭 面・時間面 の負担 の軽減 をカバーすれ ば受けたい人が もっと増 える。ヘルパー と して

質の高 いサ =ビ ス を提供 した いという思 いは強 い。介護福祉 士の レ
ベル を統一す るために

は、一定の研修 を受 けるとい う仕組み をつ くることは必要 。

困難 、必要 な い とい う意見ですが、福祉 業界の壁が厚 くな る感 じがす る。資格 の敷居が

高 くな る。現場 はヘルパーで十分機能 している。人材流出に つなが りかね ない。 お年寄 り

との継続 的な関わ りや信頼 関係の構築 、家族 との関わ り等 、実際の介護で本 当に大切 な こ

とは現場で仕事 を して初めて経験 できる。受験のための研修 では、受験が終われ ば忘れ て

しま う。 自発 的な研修 とは異 なる。

研修期間の件 につ きま しては、働 きなが らでも、何年かか つて も取れ るよ うな仕組み に

してほ しい。一度 に通 うのは無理 。

通信課程 に関 しま しては、 6か 月も現場 を空 けるのは難 しい。利用者 との信頼 関係 が崩

れ る。通信教育 がで きれば、不規則な勤務で も不安な く研修 が受 けられ る。人手不足 もあ

り、勤務 も不規則 なため、勉強す る時間が取れな い。今で も研修の都合 で行 きた い研修 に

行 けない。常勤 で夜勤 も入 つている場合 、通信課程でも レポー ト・ 自習な どを こなすのは

難 しい。

裏 にまい りま して 、身近な地域等での受講や過去の研修 受講歴の評価 について も意見が

ございま した。定期 的な研修 をいつで も受 けられ るよ うな状 態 をつ くり出す ことが重要 で

はな いか。身近 な地域 等で研修が受け られ るよ うに してほ しい。過去に受講 した研修 や地
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域の研修 を読み 替 えることが できる仕組み に してほ しい。

受講 費 用の関係 につきま しては、現在の給与 の 中で研修費用 を捻出するの は困難 で あ り、

研修費用の 支援 を してほ しい。

事 業者へ の支援 につきま しては、研修期間 中の職 員の確保 が問題 である。代替職 員 を派

遣 され て も、施設の方針や利 用者の特性が あるの で、す ぐに戦 力になるの は難 しい面 もあ

る。

介護現場 への情報伝達の件 について も御意見が ございま した。介護福祉 士の専門性 は何

か、 とい うことが現場 に見えない。名称独 占であつて、無資格者 との違 いがない。勉強 す

れ ば 目の前 のお年寄 りがもつ と幸せになれ るとい う専 門性 を説得力ある形 で現場 に伝 えて

いただ きた い。 6月 もか けて何 を学ぶのか 。 6月 研修 (い わゆ る 600時 間課程 )の 詳 しい

内容が現場 に下 りて こない。

以上の よ うな御意見があつたか と存 じます。

この ヒア リングで出 された主な意見 、あるいは これ までの この検 討会で の委員の先生方

の御意 見 を踏ま えま して、資料 3に おきま して、議論の方向性 につ いて事 務局で整理 を さ

せ て いただ きま した。本 日は 、特 に この件 につきま して、さきの ヒア リングで出 された主

な意 見 も踏 まえて御議論 いた だきたい と存 じてお ります。

介護職 員が働 きなが ら段階 的にステ ップア ップできるような研修体系を構築 とい うこ と

を考 えた ときに、以下のよ うな方向性 があるのではないか とい う形 で、 3ペ ー ジにわた つ

てま とめて ございます。

まず「 (1)各 段階における研修体系の関係整理」でございます。従来、600時 間 と呼

びな らわ してお りま したものですが、 6月 研修、介護職員基礎研修、そ して訪問介護員養

成研修 (ホ ームヘルパー研修 )等 の関係をどのように整理 していくべきか。

また、その際、各段階の介護職員の役割、求め られる能力、キャリア等の関係をどのよ

うに考えるか。

「 (2)6月 研修」についてまとめてございます。まず、①研修の必要性でございます

が、 6月 研修の在 り方について、介護職員の方々からの ヒア リングで出された意見等も踏

まえ、その 目的や内容を改めて丁寧に議論 してい くべき。

次の丸ですが、現場経験のみでは修得できず、6月 研修を受けることにより得られる知

識・技術として、どのようなものが考えられるか。

考 え られ る例 と しま して幾 つか挙 げて ございます。利用者や家族等に対 す る総合 的な ア

ドバ イス 、認知症高齢者に対 す る適切 なケアな ど、質の高い介護サー ビス の提供 、また は

医師・看護 師等 との円滑なコ ミュニケー シ ヨン、在宅ケアの推進 、制度改 正や最新 の知 識

・技術等を継続的にフオローする必要性の認識等、こういつた知識・技術があり得るので

はな いか とい うことで、事務 局で整理 をさせていただ きま した。

め くつて いただ きま して 2ペ ー ジロですが、一番上の ところ、研修受講 が困難 とい う現

場職 員の方 々か らの意見、また介護福祉士の量的確保 と資質 向上の両立 を図 つてい くとい
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う観点か ら、研修時間数について、どのように考えていくべきか。

その下、②ですが、環境整備の関係でございます。通信教育の方法については、教育の

実効性 (知 識の修得・定着)を 担保 しつつ、実務者でも無理な く受講できるよ うな工夫を

していくべき。

2つ 目の丸、身近な地域で実施され る研修を増や してい くため、どのような対応を講 じ

てぃくことが考 えられるか。

過去の研修受講歴 を評価する仕組みを構築 していくべき。その際、読替可能な研修の基

準等をどのように考えていくべきか。

下の1′lヽ さな矢印 2つ で書かせていただいてお ります。少な くとも、国や都道府県、全国

規模の団体等が統一的な基準を示 し、実施 している研修、ホーム
ヘルバー 2級 や、認知症

研修等に当た りますが、これ らは基本的に読替可能 とすべきではないか。

ただ し、読替可能 とする研修内容は、介護保険制度や認知症ケア等のように 6月 研修の

中で教育す る内容に限定 し、社会人としての基本 を教える初任者研修、あるいは接遇に関

する研修等は対象外 とすることが妥当ではないかとしてございます。

その下、受講者の費用負担の軽減に資する支援策を講 じていくべきではないか。

また、代替職員の確保に支障を来す事業者に対する支援策を請 じてしヽ くべ きではないか。

6月 研修は、法律上は「 6月 以上」と規定されているが、 1～ 2年 かけて研修を終える

ことも可能であることを現場に伝えていくべきという方向性でございます g

3ペ ージロ、最後でございます。「 (3)そ の他」としてございますが、介護福祉士に

至るまでのキヤ リアパスや、研修の必要性
。目的・内容、研修 を受講 しやすい環境 を整備

するための様々な取組みについて、行政はもとより、関係団体や学識経験者等が一体 とな

って、現場の事業者や介護職員等にわか りやすい言葉で伝えていくべき。

最後の丸ですが、質の高い介護サー ビスを提供 していく観点から、介護職員に占める介

護福祉士の割合について、当面の目標 として、どの程度の水準を目指 してい く
べきかとし

てございます。

小さな矢印に書いてございますが、介護職員に占める介護福祉士の割合は 317%で ござ

いますが、施設系におきましては 44.4%、 居宅系につきま しては 2710/0と なつてお ります。

なお、 4ペ ージロの図でございますが、先ほどの各段階における研修体系の関係整理 と

いうところと併せて、この図もご覧いただきたいと思つてお ります。一番下に介護職員の

導入的研修があ り、在宅や介護施設で働 く上で必要 となる基本的な知識・技術 を習得 して、

指示を受けなが ら介護業務を実践 していく。その後、ステ ップアップができるような研修

体系を整理 した上で、研修を受けていただき、やがて介護福祉士となつていただ くという

ことかと存 じます。そ して、全般の議論ではあ りませんが、より高い知識・技術を持つ介

護福祉士へつながつていくという、こういつたイメージ図をかねてから用意 してございま

すが、このような考え方について、どのように考えるかということも併せて御意見賜れば

と思います。

-4-



なお、資料 3に つ きま して、太字ア ンダー ライ ンにな つていると ころにつきま しては 、

ここの場 で御議論 を賜れば、更に方向性が はつき りして い く分野で はないか と思 つてお り

ます 。 この 点、特 に御注意 いただきなが ら御意見 を賜れ ばと思 つて お ります。 あ りが と う

ございま した。

○駒 村委 員長  資料の説明あ りが とうございま した。

それ で は、 「介護福祉士に至るまでのキ ヤ リアパスの在 り方 につ いて」 、各委 員の御 認

識 、お考 えをそれ ぞれ御発言 いただきたい と思 います 。よろ しくお願いいた します 。

石橋 委 員 、お願 い します。

○石橋 委 員  どう しても総論 的な意見 にな つて しま うか もわか りません けれ ども、そもそ

も介護福 祉 士制度がで きた 目的で ございます けれ ども、 これ はやは り福祉 や介護 の現場 に

おいて、介護や福祉 に関す るよ り高 い知識・技術 を持 つた人材 を養 成 して、福祉や介護 サ

ー ビスの質 の向上 に努めてい くということが本来の 目的であつた と思います。

この よ うななか 、平成 19年 の法律改正 におきま しては、介護の状況 とい うの は、22年

前 と比較 します と、介護保険制度の施行 な どによ り、尊厳 ある介護 、自立支援 な どの理 念

を体現す るための介護 とか、予防か らター ミナルまで、状態 に応 じた介護 がで きることな

どが求 め られ るよ うにな り、また、介護保 険制度 の中において も、 さま ざまな新 しいサ ー

ビスがで きてお ります し、先ほ どの御報告 にもあ りま した けれ ども、介護 の現場 において

も、地域 包 括ケアの推進の中において、看護 と介護の連携 を強化 し、たんの吸引等 、一 定

の医療行 為 がで きるよ うな ことな どが求め られ ている状況の 中において、介護 とい うの は

幅広 くよ り質の高 い領域 に変わ つてきてお ります ので、その よ うな状況に対応 で きる介護

人材 を養 成す るために、この 19年 の法律改正は行われ てきたのではないか と思 います 。し

たが って、その 目的 を しつか りと認識 しな けれ ばいけないと思 います。

また、介護の現場においては、介護職員、介護福祉士も含めてでございますけれども、

賃金や待遇なども含めて、まだまだ社会的評価が低く、福祉、介護人材の確保が困難な状

況にあり、それを改善するために、人材確保基本指針の見直しも行われてきたわけでござ

います 。介護福祉士の評価が低 い原因の 1つ には、他の専門職の養 成は全 ての ものが一 定

の教育 を経 て、国家試験 を受 けて、それで初めて資格職 と して評価 され る、その よ うな体

系的な養 成 を行 い専 門職 と しての質 を担保 し、評価が高 いとい うところもあうたわ けで ご

ざいます けれ ども、介護福祉士の場合については、そ こが一元化 されてきていないとい う

ことであ り、また、介護福祉士の数 も多 くなつて きてお ります けれ ども、その養成の あ り

方が一元化 され て いないこともあつて、質の担保が十分できていないとい う弊害 な ども あ

りますの で、そ こをきちん と修正 していかない と、介護福祉士の社 会的評価の向上 にもつ

なが つて いきませ んので、資格取得方法の一元化 とい うのは どうしても必要 な ことでは な

か ったのか な と思 つてお ります。

ただ、経過措置 と して、実務経験ルー トを残す ことと して、本来 であれ ば 1,800時 間 の

カリキユラムを受講しなければならないが、その時間数を減らして 600時 間にしているわ

-5-



けで ございますけれ ども、このこと自体も本来の専門職の養成課程 としては異例であり、

この ことは、働 きなが ら学ぶ人にかな り配慮 した内容ではないかと思つてお ります。他の

専門職の養成課程ではあり得ないことでございます。そ う考えます と、将来的には、理想

としては、例外な く、資格取得方法につぃては、同 じ一定の教育内容をきちんと学んでい

ただいて、そ して国家試験を受けていただいて、それで合格 した方が介護福祉士資格取得

者 となるというのが本来の養成の在 り方ではないかと思 つてお ります。

それか ら、将来的には、この資格については、業務独 占とか、も しくは任用資格、これ

は 19年 の法律改正の附帯決議の中にも、介護職員の任用については、介護福祉士を基本 と

することが望ま しいと記載 されておりますので、そのような、あるべき姿を目指 してい く

ことが望ま しいのではないかと思つております。

ただ 、今の段 階では経過措置 と して考 えるのであれば、少な くとも新 カ リキ ュラムの 1,

800時 間、それ か ら、卒業時の到達 目標 を基準 といた しま して 、実務経験 コースの者 が介

護福 祉 士 を 目指すので あれ ば、その到達 目標 もやは り同 じでな けれ ばいけな い と思 つて お

ります ので、そのための整合性 を持たせた 600時 間だ と思 いますの で、 この 600時 間の カ

リキ ユラム は削減す る ことはできない と思 います。

た だ、前 回 ヒア リング等の御意見 を聞 いてお ります と、働 きなが ら学びやす い環 境 づ く

りを行 つて い くことに関 しては、 とても重要 な ことであると思 いますので、先ほ ど申 し上

げま した修学資金 の援助 とか、代替職 員の確保 とか、通信課程 の活用、それ か ら、身近 で

学習 で きる仕組み づ くりを行 つてい くとい うことについては賛成で あ ります 。

そ してまた、それ までの資格 、ヘルパー研修 とか 、介護職員基礎 研修な どについては 、

その カ リキ ユラムにつ いて整合性 を持たせ て、無駄な く学べる よ うにす るとい うことな ど、

具体 的 には、現在行われ ているヘルパー研修の内容 も、例 えば 、新 カ リキ ュラムに沿 つた

内容 に見直す とか 、一定の時間数については 600時 間の研修の読替 えがで きるよ うにす る

とい うことの工夫につ いては必要かな と考 えているところで ございます。

併せて、最初に御報告がありま したけれ ども、今度の法律改正案の中においては、介護

福祉士においても、たんの吸引等の一定の医療行為ができるよ う、法改正を行 うというこ

とについては、当然なが ら賛成でございます。というのを最初に申 し上げておきたいと思

います。

以上です。

○駒村委員長  石橋委員より基本的な原則 と実態面、移行過程への配慮、工夫というお話

があ りま した。

廣江委員、お願いいた します。

○廣江委員 まず、資料 2に ございますようなヒア リングの件で、私も非常にカルチヤー

ショックを受けたんです。できないという理由を述べるということは非常に上手で、や ろ

うとする意欲がなかつたということが :介 護の現場で、私のところの 10年 か 15年 ぐらい

前の職員の環境だつたなと、本当にぞっとしま した。プロとして、もうちょつと職場でき
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ちっととらまえて勉強 していくという姿は必要ではないだろうかと、私はショックを受け

ま した。この人たちに、プロと しての働 く、そ してまたやりがいというものを見つけるよ

うな介護福祉士の制度に してい く、魅力あるものに していかな くてはならないと思 つてお

ります。

先ほど石橋委員がおつしやいま したけれ ども、資金的ないろんなバックアップというよ

りも、まず職場風土を、みんなでプロとしてのスキルを磨いていくんだと。最大の欠点は、

どこがいい介護 をやつて、どこが悪い介護なのかということが見えないという ことが非常

に大きな原因だ と思 うんです。みんな、その職場で、自分たちはいいことをしているなと

思いがちにな つて しまつて、他流試合がないわけです。よその情報がなかなか入つて こな

いという関係で、そういう職場風土をまず変えてい くということが非常に大事ではないか

と思 うし、今後、それができないと、介護職員の質の向上がなかなか見 られないんではな

いだろうか と思います。

3の 1ペ ー ジに、 6か 月の研修 とか、介護基礎研修、これは最初のときに申 し上げま し

たように、まずヘルバーという訪間介護員の研修そのものがかな りカリキュラムが古 くな

っていますので、これはきちつと見直 して、時間的には倍 ぐらいの時間、ただ し、半分は

机の上 とか、演習でやるんですけれども、半分は実際現場に出て、インターンのような形

で、一定額の賃金、最低賃金以上のものがもらえるようにして、一定の基準の取れた、認

定された施設で研修 していく。それで大体 300時 間が履修できれば、残 りの 300時 間 ぐら

いを 2年 か ら 2年 半 ぐらいかけてやつてい く。今までですと、スクー リングも 5日 で した

けれ ども、10日 とか 15日 ぐらい、2年 とか 2年 半かければ伸ばせるんではないだろうか。

代替職員も、年に 3日 や 5日 スクー リングに通 つた りすることは、週休 2日 制のなかで

自分で勉強す る時間は取れるわ けですか ら、代替職員までは要 らない、本当にやる気 さえ

あれば、ある程度のことは自分で、勿論、家庭の こともあり、大変で しょうけれども、代

替職員をぽつん、ぼつんと入れても、そんなに職場に効果はないと思うし、それよ りも、

出やすい環境づ くり、みんなで応援 してい くような職場風土をつ くつた方が、実際には取

りやすいんではないだろうかと、私は自分の職場の経験からも思います。

ただ、その ときには、前回も出ていま したように、できるだけ身近なところで一定の レ

ベルの研修があれば、スタンプ方式みたいな形で認めていって単位 として認める。そ して、

スクー リングは今までよりも 2～ 3倍 に伸ば していつて、実際に目の前で勉強するという

のは非常に大事なことだと思います。それも是非介養協の方で、出前という話が前に出て

いま したので、身近なところでできるように、それは全面的に御支援いただ くという形に

すれば、かな り有効策になるだろう。

もう一点お願 い しておきたいのは、介護 というのはどんどん進化 してきていますか ら、

2～ 3年 に 1回 はこれをきちん と見直すんだということを提言の最後には是非入れていた

だいて、介護のカ リキュラムを固定化させるんではな しに、常に見直 していくんだという

視点は是非 この会で合意 していただけたらと思います。
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以上 です。

○駒村委員長  あ りが とうございま した。

河原委員。

○河原委員 前 回の ヒア リングで、 6か 月以上、600時 間研修 に対 しま して 、非常 に現場

の厳 しい意見が 出 され ていま した けれ ども、私が組合の仕事 の 中で受け止 め ていた意見 と

ほぼ同様 の内容 であ つた よ うに思 います。

厳 しい意見の背景 には t以 前 にも発言 しま した けれ ども、求 め られ る資格 、つま り、知

識 や技術 に見合 つた待遇 、あるいは見合 った明確 な役割 がな い とい うことが根本 の不満 に

あるように私は思います。その辺が解決 しないと、本人たちの不満は、ここでどのような

議論が されようと:依 然として残るのではないかと思います。

先 日も施設ケアマネと話をしま したが、私たちにとつては 600時 間の研修 よりも、毎 日

さまざまな状態の利用者に接 しているわけで、日々が研修であり、勉強です と言 つてお り

ま した。私はこの意見 を全面的に受け入れるわけにはいきませんけれども、現場は日々の

業務で日いつぱいでございます。今後求められる介護のレベルについて考える気持ちの余

裕もなくしているように思います。今、廣江先生が残念だとおつしやいましたけれども、

そんな状態ではないかと思います。

また、もつと大切な ことは、あるいは会社からというか、事業者から、上の幹部か ら、

あるべ きこれか らの介護者の像についてサジェスチ ョンを受ける機会もないんではないか

と思 います。 トータル的に理想を語 り合って、そういう議論の場もないのかなという感 じ

がいた しま した。

こうした現場感覚を受け止めながら、今 日の資料 3で 示された下線部分の幾つかについ

て発言 をさせていただきます。

最初に、資料 3の 1ペ ージと 2ペ ージに、 6か 月研修、特に今 日はこの議論をと書いて

ございま したので、介護職員基礎研修、訪間介護員養成研修等の関係をどのように整理 し

てい くか、あるいは資料 3の 2ペ ージに、研修受講は困難という現場の職員か らの意見云

々ということで t研 修時間数についてどのように考えるべきかという議論の焦点が出され

てお りま した。

私 は 、介護 職 員 へ の 入 口の量 的確 保 の た め に、そ の間 口は広 く、しか し質 の 向上 は 必須 、

更に資格制度はシンプルにという基本的な考え方は、この検討会の底辺に流れてぃるので

はな いか と理解 を してお ります。 とす るな らば、資料 3の 4ペ ー ジの、 これ か らの シン プ

ルな制度 とい うことで 、事務局で整理 され て、 3段 階イメー ジが出てお ります けれ ども、

私 は これ は非常 に明瞭 でいいんではないか と思 つてお ります 。介護職 員への入 回は 、2級 、

1級 、基礎研修 と分 けないで、まず は 2級程度の導入的研修 1本 で いいと思 います 。 これ

は施設サー ビス も同様 です 。 しか しなが ら、その研修 は導入 的研修 である ことは しっか り

と研修 を受ける方 には認識 を しても らうべ きだと思 います。

介護人材養成体系 については、介護職 員基礎研修 が導入 され てか ら複雑 化 、あるいは混
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乱 してきた よ うに思 います し、また、研修修 了者数 の実態か ら見 て も、介護職員基礎 研修

は、私 は以前 か ら見直 しされて しか るべ きではないのか と思 つて いた ところで ございます 。

1級 研修課程 も介護福祉士 にな るための カ リキュラムに包含 された方が 、勉強す る者 には

受 け入れやす い と思 います 。

介護福祉 士 資格 を取得す るための研修 は、現場感 覚 と実態か ら、 この前 も出てお りま し

た けれ ども、時間的、経済的、また業務 回 しの面か ら、できる限 り最小限 のカ リキ ユラム

となるよ う、 いま一度再考すべ きではな いか と思い ます 。私 は、 600時 間が いいのか ど う

か とか 、 これ を 3分 の 1に 減 らす とか、その辺の議 論は内容が よ くわか らな いものですか

ら、 こうい う言 い方 しかできな くて大変 申 し訳ないんです けれ ども、私 は カ リキ ユラム を

いま一度再考 すべ きだ と思 います 。その際には、導入研修 を受 けてきているわ けですか ら、

それか ら、実務経験が 3年 あるわ けですか ら、'こ ういつた経験 、あるいは知識の蓄積み た

いなものを積極的評価をもつとした上で、医療的ケアを除いては、演習、実習よりもアカ

デ ミックな講義に重点を置いた方が、これか ら求め られる介護福祉士像か らも私はいいと

思います。

支援策につきま して、 フページに事務局のまとめ られた案は、私は議論の中心になつて

いいと思います。現場職員への支援の①、②につきましては、私は対面授業の重要性は十

分に理解は しておりますけれども、現場の実態からすると、通信教育の積極的な活用を軸

にせざるを得ないのではないか と思います。と同時に、これは言い過ぎかもしれませんけ

れ ども、介護福祉士試験の レベルも相応の学習が求められる内容への検討を してもいいの

ではないか と思 つております。

それか ら、資料 3の 1ペ ージですけれども、その際、各段階の介護職員の役害1、 求め ら

れる能力、キヤ リア等の関係をどのように考えるか ということがございま した。これは資

料 3の 4ペ ー ジに記載されたイメージが くくりとしては適切ではないか と思います。特に

最上位の介護福祉士につきま しては、介護チームのキーパーソンとの位置づけは、本来、

介護の質は個人プレーではな くチ=ム プレーにあると思いますので、重要な視点ではない

か と思います。

また、現場か らの発想 としま しては、最上位の介護福祉士は少な くとも看護師と同等の

地位の確立をさせたいと思います。介護の第一人者 として、重度者、あるいは特殊な事例、

認知症対応な ど、逆に医療関係者に指導できる役割 を持 つた人たちが最上位に位置づけら

れるべきではないかと思います。

それか ら、資料 3の 3ペ ージに、質の高い介護サー ビスを提供 してい く観点から、介諄

職員に占める介護福祉士の割合 というふ うに書いて ございま した。以前、厚生労働省が、

今後、介護の仕事は介護福祉士を基本とするという言葉を使つていらっしゃいま したので、

介護の業務について、介護福祉士が中心となつて支えるというふ うに理解すると、率か ら

言います と、50%以 下では中心 とは言わないで しょうし、恐 らくそれは 4分 の 3ぐ らいの

数値ではないか と思います。当面という言葉も、 5年 とするな ら、資料 3の 6ペ ー ジのサ
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― ビス ごとの推移 を見ますと、施設で 60%で あるとか :あ るいは在宅は 50%ぐ らいが高い

んですけれ ども、日標数字としては妥当ではないかと思います。

それか ら、バ ック しまして、資料 3の 1ペ ージに、現場経験のみでは修得できず、 6月

研修を受けることで得 られる知識・技術 ということで、組合の立場から言います と、よく

もめ事が起 こるのが、労働法規をよく知 らないことから出て くるものがございます。 6か

月研修 を受けて、これだけの立場になる方ですから、恐 らく、この前も出ていま したけれ

ども、管理職になる率が非常に高い方たちだろうと思いますので、労働法規の勉強、ある

いは業務中の事故の実際の判例等を勉強 してもいいかと思います。

また、組合の労務問題は、70%ぐ らいはコミュニケTシ ョンが不足 していることか ら起

こることでございますので、コミュニケー シヨンと書いてございますけれ ども、利用者 さ

ん とか、家族だ とか、そういうことだけではな くて、同 じ職場で働 く方たちとのコ ミュニ

ケーシ ョンカの育成 ということも知識・技術として、 6か 月研修すれば、そういったもの

も身についたというふ うになればいいんで |ま ないかと思います。

済みません、何点かにわたりましたけれども、以上でございます。

○駒村委員長 是枝先生、お願いします。

○是枝委員 私は、研修の必要性 というところを話 したいと思 うんですが、 4ペ ー ジの今

後の介護人材育成体系のイメージは、これはこれでよいのではないかと思います。研修の

必要性ですけれ ども、やは り介護 というのは、実際やつてみると、応用力なんですね。先

ほど河原委員が、現場でやつていれば、それを重ねていけばできるというら、うにおっしゃ

ってお りま したが、それはそれ、同 じように見えるわけです。やつていることは同 じよう

に見える。 しか し、基本的な知識 とか、基本的な技術、そういうものがあうて、それ を十

分理解 して、その利用者さんの状況を把握 して、そ して行つているものなんです。

だか ら、そういう基本的なものを習得 しているので、その人へ援助 しなが ら、本 当にこ

れでいいんだろうか、もうちょつと違 うや り方はあるんだろうか、潜んでいるものは何な

んだろうかとい うことを観察 しなが ら援助できるんです。ただ現実に重ねていると、確か

に見よう見まねでできているようには見えます。でも、それはただ手順 としてや つている

だけなんです。そうなると、やつている介護職は、何 とな く同 じようにや っていると、同

じようにできるように感 じて しまう。でも、実際、本当にそれでいいかというと、人は物

ではあ りませんので、そのとき、そのときを丁寧に行 うというのが介護の原則だ と思 うん

です。

そういうことを考えると、ここに考えられる例というものがあ りますけれ ども、基本的

なところ、ここでは技術 というものが書かれていないんですけれ ども、やは り介護は実際、

行為 としてできるというのが重要なので、基本的な介護技術 というものをどうしても入れ

てほ しいと思 うんです。それがなければ、いろいろ工夫というのはできないですよ。だか

ら、ここでもう一度、基本というものがいかに重要なのか、そ して、それ をわか つている

ことで、向上心 とか、そういうものも生まれて くるということを再度ここで申 し上 げたい
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と思うんです。

それか ら、も う一つ、国家試験に関 してですが、何か余 り勉強 しなくてもできそうなこ

とのように感 じたんですが、最近の試験 を振 り返つて見ていただきたいと思います。本当

に丁寧に、一つひとつの枝間というのは、どれも勉強 しなければできないというものがあ

ります。最初の コ～ 2回 の試験はいろいろ試行錯誤があつたかもしれません。 しか し、最

近は違 うということの認識も変えていただきたいと思います。ですから、介護福祉士の国

家試験が必要なんだということも併せてお願いしたいと思います。

以上です。

○駒村委員長  田中先生、お願い します。

○田中委員 介養協の日中でございます。
資料 3の 1ペ ージに関連 して発言 したいと思います。その前提に、前回、現場の方が来

られて、いろいろ現状を申されま した。薄々実感はありま したけれ ども、改めて、ほとん

どの方がああい う意見をされているということは、本当に介護の現場は疲弊 しているんだ

なと。普通、仕事をしますと、自分 を磨きたい、何か資格を取 りたいという気持ちが起き

るものですけれ ども、そのような気持ちの起 こらない程大変な職場であることを改めて感

じたわけです。

そのときに、 1つ は、研修をどうするのかという視点、これはもう3年 前の議論で決着

はついているわ けです。ただ、問題は、この疲弊 した現場でこれをやるというのはどうい

うことなのか、 ここが議論になつていると思います。厚労省には耳が痛いかも しれません

けれ ども、きちつと情報が流れていない。 6か 月研修 というのは違います よと、 6か 月以

上で、600時 間だと。我々は研究を して、いろいろなや り方はありますよと。通信あ り、

あるいは 600時 間を 4期 に分けるとか、あるいはそのクラスター と考えてやるとか、いろ

んな方法があるということを提案 しているわけですけれ ども、どうも現場にそ ういうこと

がきちつと伝わ つていないということが混乱の 1つ の原因ではないかと思 つてお ります。

したがいま して、600時 間、 6か 月というのは、 6か 月休んで研修を受けなければいけな

いと、そ ういう理解が現場にあるということは、もうちょつと周知徹底 していただきたい

と思つたわけで ございます。それがまず感想であります。

それか ら、 1ペ ージのことにつきま しては、600時 間研修、 6か 月研修をどうするかと

いうことで ございますけれども、今までのや り方を考えますと、キャリアパスとつなげて

いただいた らどうか。例えば、 4期 に分ける。それは 1年 でも 2年 でも結構です。その 1

つの単位を受けたことが職能に反映する。そ して最終的に資格を取るということが、その

人の処遇に関係 して くる。これで結構ですけれども、研修を受けたということを評価 して

いくことが、職場にそういう人たちが長 く勤めてもらうという、非常に大事な視点です。

今、考 えられるキャリアパスということでは。

だか ら、そ ういうことで、是非とも 600時 間ということを、せつか く厚労省が新 しい理

念で、新 しいパラダイムで介護福祉学というものを提案 したわけですか ら、我々も実践 し
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てお りますけれ ども、まだ現場に出さないうちか らこのことをどうかということは、いさ

さか疑間に思っておるわけです。

そ して、その ときに問題は、この 600時 間というもの、6か 月研修というものについて、

もう少 し皆 さんで、現場の人が無理な く、 しかも確実に終えて、国家試験の合格率が高ま

るよ うに、何 とか知恵を出せないかということをお考 えいただきたい。我々はそういうこ

とに関 して、施設 と、それか ら、人的資源を持つてお りますか ら、協力することはやぶさ

かでは ございません。そ ういうことをまず申 し上げたいと思います。

それから、 (2)の 研修の必要性でございますけれども、是枝先生も必要性のことを申

されましたけれども、ここに幾つか考えられる事例と書いていますが、これからは現場の

介護職一人ひとりが考える力を持たないとだめです。思考力です。あるいはこれは知的熟

練 と言 つています。そこが非常に しつか りすれば、現場は非常によくな ります。 しかも、

言葉は悪いですけれ ども、生産性も上がるということです。是非 ともこういうことを養成

するように、これは研修が必要だということを申し上げたいと思います。

以上です。

○駒村委員長  申尾先生、お願い します。

○中尾委員 今、皆さんの御意見を聞いていま して、現場の厳 しい意見が出ていた と思 う

んです けれ ども、確かに先日の現場の声を聞いたときに、私も本当に大きなシ ョッ クを受

けた 1人 であります。でも、ああいう方が大多数と決 して思わないで ください。それが言

いたいんです。私、全国の会長といた しま して、今、いろんなところを回 りま して、私た

ちの意見を中央に伝えていくことの大事 さを一生懸命伝えてお ります。その中で、 2級 の

研修の在 り方について、何年間か見直さずにきたというひずみが、ああいう現場の不満と

か、いろんなところにあらわれているんではないかと考えるわけです。確かに現場職員と

しては、処遇面の不満は大いにあります。でも、各事業所でかな り自己研鑽 という面で、

在宅においては、ずつと責任者が自分の事業所で研修を重ねてや つてきてお ります。是枝

先生がおっしやつていま したように、これでいいんだろうか、これでいいんだろうか、こ

の例 はこうなんだけれども、こつちはどうなんだというような悩みを抱えなが ら、実際に

現場ではやつてきている。そこで研修が大事だということもわか つているわけなんです。

なので、この前出たような意見が、現場でやは りそうかと、決 して思われないように、私

た らももつと努力 しないといけないなということを感 じています。

そ して、制度が変わるたびに現場は翻弄 され続けてきたわけです。次に来た ら、また次

に翻弄 され、次に来たら次 という形で。でも、その度に新 しい制度、考え方に向か って、

ヘルパーたちは一生懸命研修を重ねていて、先 日、フ月に行われた全国のアンケー トにも

ありま したように、現場独 自で努力を重ねて、いろんな研修をやつているわけなんです。

そういつたところもありますので、もっと質の高い研修を受けたいというのは必須であ り

ますので、私たちが望むのは、これか らの介護基礎研修でもそうなんですけれ ども、もっ

と現場に即 した研修に してほ しいということです。現場はどんどん進んでいって進化 して
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います。困難事例もいっぱいある、コミュニケーションカも必要 というところもいろいろ

考えていただいて、研修の内容も是非検討 していただきたいと思います。

○駒村委員長  では、平川委員、佐藤委員の順番でお願 いします。

○平川委員 委員の方々のお話を伺 つて、まさにその とおりだと思います。特に河原 さん

の意見 とは、普通、労働者側 と経営者側では一致をみることは少ないと思いますが、非常

に共感を持てます。これはやはり介護の現場の特殊性かなと、感 じるわけです。まさに言

われるとお りで して、現場をあずかる人間としては、現職の方々といつまで仕事できるか

とか、いかにいい人材を集めるか ということに躍起になつています。地域 によつてです け

れども、都内では、最近は質の向上 どころか、もう人材がいないものですか ら、やむな く

派遣利用です。派遣の方をどう研修するか、これは現場 としては極めて大変です。そもそ

も、今、間口を狭めて敷居を高める議論をしているんですが、僕 らとすれば、間口を広げ

て敷居を下げてほ しいというのが実感であります。

研修制度や資格の見直 しのいい例が ¬つあります。それは新医師臨床研修制度です。卒

後の研修システムが大幅に変わ りま した。何が起 こつたかというと、現場か ら必要な医者

がいな くなつて しまった。 ドラスティックな制度改革は、その後 どうなるか ということを

よく考えてやらないと、一度その道 を歩み始めると、研修のために現場に人がいな くなる、

研修の厳 しさか らこの道から去って しまうとか、いろんなことが起 こる可能性もあるので、

かな り慎重に考 えていかないと、一度制度改正すると、またそれ を揺 り戻 しをするために

時間がかかるということを、責任 を持つて考えておくことが必要ではないか。理念 とか理

想ばか りでは危険だということです。現場には流れができて しま う。

もう一つ、先ほどか らも質を上げようと、もっともっと専門性を高めよ うという議論が

あります。私も大賛成ですが、具体例 として、今回の喀痰吸引の問題はどうで しょう。私

の団体でも今、20名 の研修生に、先 日、座学が終わつたんですけれ ども、とんでもないボ

リュームのプログラムです。私の記憶でも医学部で、喀痰吸引のためにあんなに勉強 した

ことはあ りません。解剖学か ら始まつて生理学など、いろいろな分野にわたっており、 こ

れ程までに時間 を取 られるのはいかがなもので しょうか。私の施設の医者 を今回の座学の

講師陣に入れたんですが、どうやつて担当する 8時 間を埋めるか ということを悩んでいま

した。カ リキュラムを考えるときに、もっと慎重に してほ しいというのが私の考えです。

それか ら、も う一つ、以前、この会議で、研修マイルがたまる仕組みの話 を しま したけ

れども、研修記録がず つとその個人について回つていて、例 え、そのサー ビスや、施設 を

変わっても、次でまたそれが生きていく、消極的ですけれ ども、少なくとも介護の業界に

だけはいつまでもとどまつて欲 しい。介護業界はすべてだめだという形で去 つて行かれ る

のが一番辛いところです。マイルがたまる感 じで、ずつとどこかで携わ りなが ら、キャ リ

アは上がってい く仕組みです。

最後に、机を引っくり返すような話で申し訳ないんですけれども、介護福祉士の資格 を

介護職のベースにするということか ら始まつていますか ら、私か らすれば、まず介護福祉
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士を増やすため、介護福祉士の受験資格を下げていただいて、合格 した上で研修 を重ねて

いく、キャ リアパスとする、それ ぐらいの考 えでいかないと、今、人材不足で人材派遣 を

使 うよ うなことをや つている身か らすると、今回の改正によつてどのように流れが変わ つ

て しま うか ということに危惧を抱いています。幸い施行まで長引いたということですか ら、

慎重にやつていくべきだ し、この間の現場職員の ヒア リングの話もそうですけれ どもtも

っともつと現場の状況を知つた上で、机上の議論ではな くて :現 場に混乱が起 きないよう

に、結 果的にそれは利用者の方々にまともに来ますので、是非慎重にやつてい くべきでは

ないか ということでございます。

以上 です。

○駒村委員長 佐藤先生、お願いいた します。

○佐藤委員代理 私 どもの団体で事例発表会 というのをやつているんで、是非聞きにきて

ぃただ きたいんですが、非常に前向きに=人 ひとりの利用者 と向かい合つて、真面 目に、

どうした らということを考えて現場は動いているという実態があります。それは小さい理

想かも しれないんですけれども、我々にとつてみれば、非常に利用者本位の、高い理念の

下で事業が運営 されていることを実感 しています。決 して夢や理想が低い業界ではないと

いうことをあえて弁明させていただきたいということ。

それか ら、ヒア リングとか、文章に します と、やは りああいう形になると思います。人

はやは り見えるもの しか見ないんで、自分にとつて不利益になるとか、ち よつとこれはと

思うことは避けたいなと思 うのは心情ですか ら、ああいう形にな らざるを得ない。だか ら、

私は ヒ
´
ア リングを聞 く前か ら、ああ、そうだろうなと思 つていま した。それか ら、文章に

書けば、悲観的な意見が大半を占めるわけです。ですか ら、ああいう意見になるだろうな

と思いま した。だか ら、確かにあれをすべてというふ うに見るべきではないと思います。

一人ひ とりは現実に介護福祉士の資格 を取つて、今、80万 人受けて、合格者が出ているわ

けです 。今、何 も補てん していない中で、自己啓発であれだけの資格者が出ているという

ことは、人のプラスの面を我々は見るべきだろうなということを非常に感 じます。業界は

余 り否定 しないでいただきたいというふ うに、あえて申 し上げておきたいと思います。

そ こで、今回の ヒアリングとか、現場の意見を聞きますと、時間的な問題が非常に大き

いんです。だか ら、時間的な問題をどう私たちの議論の中でつ くれるか。もう法は決 まっ

ているので、この 600時 間が、先ほど田中先生がおつしゃつたように、あたかも 1年 でと

か、 6か 月間でということではないということであるな らば、十分に対応可能ではないか

と考 えます し、また一方で、通信教育 とか :そ ういつたことの手段が出ているということ

も、私 もこの会に来て、不勉強で、今まで 6か 月間ということが頭に入つてお りま したが、

そうではないという方向が出ているということを知ることだけで、非常に前向きに検討で

きるな ということを感 じま した。

それか ら、前回、石橋先生から、福祉士になつた後のキャリアは記録できるということ

が出ていま したが、その以前に、 2級 な り、無資格者の中か ら介護の現場についた者が、
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自分の職歴 や 自分の技術 力を評価 で きるよ うなカー ドな い しは ノー トない しはメモ を記録

と して残せ るよ うな仕組み をつ くることで、勤務歴 3年 とい うもの をもう少 し具体 的な 、

計量で きるよ うな形にす る中で、介護福祉士への受験 資格の中に持 つてい き、そ して知識

的に足 りな いもの を 600時 間 とい う中で、期 間的な、あるいは時間的な、費 用的な手助 け

を しつつ盛 り上 げてい くことで、多 くの方が受験 で きる間 口を広 げてい くの ではないか と

い うことを非常 に感 じま した。

以上 2点 、私 の意見 と して申 し述べ ておきます。

○駒村委 員長  事務局か ら説 明が あるので、ちょつとお待 ち くだ さい。

○泉福祉人材確保対策室長 ただいまの御議論に関 しま して、先ほど説明を省略させてい

ただいた資料が あるのですが、資料 3の フページロをご覧いただきたいと思います。研修

の支援策について、複数の委員の先生方から御意見をいただいてお りますが、この関係の

説明を省略 して しまっておりま したので、改めて御説明 しておきたいと思います。あくま

でも現時点で考 えられる案ということで、皆様方の意見を踏まえて直 してい くべきものだ

と思つておりますけれ ども、研修の支援策、あるいは受けやす くなるような支援策の関係

でございます。

ポイン トでございますが、実務経験だけでは必ず しも十分に修得できない知識を中心に

構成する。また t6か 月間で終える必要はな くて、 コ～ 2年 かけてもよいということ。過

去の研修受講歴 を評価すること。通信教育の活用や、地域の社協・団体・施設などでの研

修受講 も可能にする。また、現場職員、事業者に対する研修受講支援策を充実するといつ

たようなポイン トがあるのではないかと思つております。    .

研修イメージですが、技術以外の知識、例えば、介護保険制度などの制度に関する知識、

医療に関する知識、また、認知症とは一体 どういう病気なのかといつたことに関する知識、

こういったものがあるかと思います。またヽ介護技術につきま しては、介護技術、相談援

助などのほか、今回議論になつておりますたんの吸引などといつた研修もするということ

だろうと思います。

現場職員の方 々今の支援というのも、ポイン トと若干重複 しますが、 1～ 2年 かけて研

修を終えることも可能にする、通信教育の積極的活用、身近な地域で研修ができるように

する、また、受講費用の支援策といつたことも考えられるのではないかということでござ

います。

事業者への支援は、地域の中核的法人か ら職員派遣をしていただ く、あるいは、先ほど

どうだろうかという御意見もあったところですが、代替職員を雇用 した場合の人件費補助

なども考 えられ る案としてあるということだと思います。

抽象的にはこういうことでございますが、なお、更に追加 して、何かこういうことがあ

ればということがあれば、いただければと思 つてお ります。

○駒村委員長  では、続けて議論 したいと思います。

因委員、藤井委員、樋口委員、小山委員、北村委員の順番でお願いします。
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○因委員 まず、ヒア リングの意欲の問題ですが、私もちょつと違和感を感 じなが ら聞い

てお りま した。あれは 600時 間に対するヒア リングですよね。現場の意欲 を示す ヒア リン

グではなか つたと思 っています。前々回か何かにも言いま したけれ ども、現場は努力 しな

が ら意欲 を持 つて学習 しないと、人の生活と命は支え切れないと思 ってお ります。600時

間の ことについては周 りの人の意見を代弁する形で、不安とか、置かれている環境 を述べ

られたと思いますが、実際にはよく学習されているということを現場を見なが ら感 じてい

ますので、一言追加 しておきたいと思います。

資料 3の 議論の方向性のところですけれども、まず (1)の 丸の コつ目ですが、 6か 月

研修、介護職員基礎研修、ヘルパー研修の関係をどう整理 していくかということですけれ

ども、私は、介護職員基礎研修の修了生に対 して責任を持つべきではないかということを

何度か申 し上げてきま した。 6か 月研修は 600時 間ですが、基礎研修は 500時 間で、ここ

に 100時 間の差があ ります。 しかも、基礎研修はヘルバー養成研修等の受講歴を免除 しま

すけれ ども、600時 間には免除がありません。この辺の整合性をどうするか というときに、

既に基礎研修の修了生がかな り出ているわけですか ら、そこに基準 を置いて 600時 間も考

えていただきたいと思っています。         .

それか ら、 (1)の 丸の 2つ 日ですが、介護職員の役割、求められる能力のところです

が、介護職員基礎研修は、サー ビス提供責任者になれる資格 となっていますので、ヘルパ

ニ養成研修の方は、個別援助計画に基づいて働 く人、基礎研修の人は、そのちょつと上 を

行 く人みたいな位置づけになるのかなと思つています。

次の (2)の ①についてはお話をしま した。

(2)の ①の 2つ 目の丸で、 6か 月研修を受けることによつて得 られる知識・技術はど

のようなものが考えられますかということですが、現場経験で得 られない知識とい うのが

やは りあると思います。それは介護過程 というところが欠けていると思います。介護過程

のほかに、行 つている介護を系統立てるというか、エ ビデンスをはつきりさせてい くとい

うところも必要なのかなと思 つています。それか ら、知識も技術も新 しいものを取 り入れ

るという部分は追加すべきであろうと思つています。河原委員がおつしゃいま した労働法

規も是非入れていただきたい。現場はわかつていないと思つているところです。

2ペ ージロに行きます。一番上の丸ですが、結論 として言 うと、どれ くらいの研修時間

が必要かということですが、今までずつと行 つてきた制度の継続性 とか連動性を考えてい

くときに、養成校のカ リキュラムが 1,650か ら 1,800に な りま した。150時 間の追加です。

現場も、それに合わせると、普通は 150時 間の追加ではないか と思 つています。若干上回

るかも しれ ませんが、そこが基本かなと思つているところです。

②の 2つ 目の丸ですが、身近な地域で実施 される研修 を増や していくためにとい うとこ

ろですけれ ども、これはさまざまな しつか りした団体が身近なところで研修をしていけば

いいのではないかと思 つています。

次が 3ペ ージロですが、 (3)で す。介護福祉士の割合ですが、少な くとも 24年 の報酬
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改定のときには、最低でも 5割 、例えば、居宅が 4割 、施設が 6割 とか、平均 5害1を 目指

していただきたい。河原委員は 6割 とおつしゃいま したので、私も望むべ きところは 5～

6割 になるとあ りがたいと思つております。

以上です。

○駒村委員長  ありがとうございます。

続きま して、藤井委員。

○藤井委員 先ほど来、各委員がおつしやつた ヒア リングに関 しては私もほぼ同意見でご

ざいま して、特に河原委員か ら出た、見合つた待遇がないか らああいう発言になる、まさ

しくそのとお りだと思います。ただ、待遇が先なのか、資質の向上が先なのかと。今のま

まの介護福祉士の平均的資質 レベルで待遇をよくするというのは仕組み上バランスを欠 く

のではないかと私は思います。 したがつて、やはり介護福祉士というもの をハー ドルを上

げて、そこできちんと学んでいただ くことによつて待遇をよ くしようとい う考え方で私 ど

もは来ていると思います。                           ′

平川委員か ら、間口を狭 くするようなことはということでございますが、片方で介護全

体の間口を広げて、介護福祉士に関 しては、平川委員は下げるぐらいだとおつしやつてい

ましたけれ ども、私は介護福祉士のハー ドルを上げようということで議論が進んできてい

るという理解を しております。

ただ、 ヒア リングのところにもありますが、福祉業界の壁が厚 くなる感 じがする、これ

は確かにそう受け取 られることは非常にあるんではないかということで、由中委員がおつ

しゃった、 ど う伝 えるか。国がや るもの、役所がや るもの とい うの は、決 ま ってか らきち

ん と伝 えるとい うことが多い と思 いますが、私 は、 この委員会 に関 して言 うと、こ うい う

ことが議論 され て いるんだ、 こうい うことが論点にな つているんだ とい うことをいかに現

場に伝 えてい つて、現場の意 見 をもらうか とい うことを しない とい けないんではな いか と

いうことを一言 述べ させていただ きま して、資料 3に ついて、私 も一つひ とつ述べ た い と

思 います 。

(¬ )の 最初 の丸で ございます が、皆 さんか ら出た とお りだ と思 うんですが 、要 は 1,80

0時 間、 あるいは 600時 間 と言われ た時間に、過去や つた訪間介護 員研修 、基礎研修 とい

うものは当然読 み込 まれ るべ きではないか と思 います 。ただ し、今 や つて いる 2級 研修 、

基礎研修 とい うものは、わか りやす く言 います と、薄 く広 く、ヘルパー 2級 研修 であれ ば、

全体 を薄 く教 えている。いわ ば 1,800時 間で教 えるべ きところを 130時 間 で教 えている と

い うことにな つてお りま して、キー ワー ド集 とい うの は国が通知 で出され てお ります けれ

ども、教科書 も 4種 類 あるものが 中身がば らば らであれ ば、教 えて いる内容 も、教 える先

生が 、限 られ た時間で どこを教 え ようか とい うら、うにや つてお られ ますの で、まず は、ヘ

ルパー研修 に して も、基礎研修に しても、私 は河原委 員がお つ しゃ つたよ うな入口研修 的

な位置 づ けに明確 に してい くとい うのは賛成なんです 。そ うい つた 点の組 み直 し、や らな

けれ ばいけないのは広 く浅 くではな くて、ある程度限定 した こと、安全 にや るためには、
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